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営集配電鍵合オンラインシステムについて

1概璽
当社では，今回営業・配電両部門の需要家関連

ジステムを一体化した「営業・配電総合オンライ
ンジステム」を開発した。

当システムは，①需要家および設備情報の営業
・配電間一元管理と総合利用などによる需要家サ
ービス体制の改善と業務の効率化 ®オンライン
・リアルクイム処理の機能活用による業務の効率

化と精度向上などを目的として開発されたのであ
り，営業窓口受付から配電設計工事管理まで一貫
処理していることが大きな特長である。

56年10月から一宮営業所管内で試行運用してき
たが，所期の成果をあげる見通しがついたので，
全社拡大をはかることとした。

なお，他電力における営業・配電オンライン実
施状況は表1のとおりである。

以下これらの内容を紹介する。
2 システムの内害

当システムは，現在，配電部門がバッチ方式で
実施している低圧配電線・電力量計管理および停
電周知，停電割引の各ジステムにオンライン・リ
アルクイム処理方式を導入し，先に実施している
営業オンラインシステムと統合したもので，低圧
および高圧(500kW末満）の需要家管理および柱
上変圧器以下の配電設備の運用管理を行うジステ
ムである。

ジステムの概念を第1図に示したが，営業部門
が管理する需要家の氏名や契約内容などの需要家
情報と配電部門が管理する柱上変圧器や低圧線な
どの設備情報を電算機内のデーク・ベースに収録
し，これを両部門が共用することを前提としてい
る。また，システムは，①各営業所に設置された
端末機（ディスプレイとプリンクー）を使用して
即時に情報の検索・異動を行う「リアル処理」と
®リアル処理終了後 一括して処理する「業後バッ
チ処理」とで構成されている。

(1) リアル処理
営業・配電両部門にまたがる需要申込みの受付

から供給可否の検討，低圧設備設計，工事しゅん
工までの各業務を一貫して即時に処理するほか，
全廃・全撤申込み時の電気料金日割計算，緊急を
要する停電周知ハガキの作成，同調設計・同調工
事を行うための伝票検索などの多種多様な業務を
処理する。

(2) 業後バッチ処理
主として端末機から入力された情報を元に，電

算機内に収録されている情報の更新や料金異動情
報の料金システムヘの連結を行うほか，緊急を要
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表1 偏電力におけるIt蠣配電オンライン寅篇状況
拡大営業所等は56年8月現在
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第111 システムの概念國

しない停電周知ハガキの作成，各種工事票や管理
資料の作成などを行う。
3 あ と が 奮

全社拡大は，57年8月の南営業所を皮切りとし
て，59年7月までに完了する予定である。

（営配システムG，システム開発G,管理G)


